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株式会社はてなに勤務しております水野と
申します．今日僕は「ギークとウェブの方向
性」ということで，早速お話のほう始めさせ
ていただきたいと思います．
まずウェブ上で展開されるユニークな色ん
なサイトのサービスが出てきますが，その多
くはギークと呼ばれている人達によって作ら
れていいます．本日はそのギークというのは
何かということから始まって，ギークと言わ
れる人達の行動や考え方からウェブのサービ
スというのが今後どうなっていくのかについ
て考察していければなという風に思っており
ます．
ギークという言葉いきなり何の説明もなく
使いましたが，まずギークは何かということ，
何故注目されているのか，どういう性格をし
ているのか，そしてギークがウェブサービス
の進化とどう関係しているのか，最後に，時
間に余裕がありましたらギークがどういう生
活を送っているのかといったことも，潜入取
材がございますので，その辺も見ていただけ
ればと思っています．
私は「株式会社はてな」という所でエンジ
ニアというかプログラマーというか，開発業
務に携わっております．年齢は33歳，昭和48
年生まれでございます．「はてな」の中のエン
ジニアの中では最年長でございまして，大変
年を重ねてしまいまして，若者はだいたい24
ぐらいからいてで，そういうちょっと若い会
社です．社長も僕より年下です．それ以外に
テクニカルライターということで，雑誌に本
を書いたり，雑誌に文章を書いたり本を書い
たりと，文章を書く仕事もしております．本
とかを年間に５冊ぐらい書いたりとかして，
「お前，いつ仕事してるんだ」とか「いつ寝て
るの」とか言われているのですけど，主に技
術系の，プログラミングの本から先程も滝日
さんの話にもありました，RSSのちょっと技
術よりの話の本とか，あとは Googleとかの
使い方みたいなガイドの本まで色々取り揃え
て書いていますので，本屋さんでお見かけし
た際にはぜひよろしくお願いいたします．
「株式会社はてな」は何の会社かについて，
前提となる話ですので，簡単に説明させてい
ただきます．インターネット上での色んな
ウェブサービスサイトを手がけているベン
チャーです．インターネット上の情報活用，
情報収集とか，そういったものに役立つサー
ビスを色々展開しています．滝日さんのお話
にもありました「はてなブックマーク」も「は
てな」のサービスの１つです．他にも RSS
リーダー，ブログサービス，それから人力検
索，これらが柱です．Googleとかですと，ロ
ボットプログラムが検索結果を返してくるわ
けですけれども，それだと分からないような
質問を投げ掛けておくとそれが公開されて，
誰か読んだ人が答えてくれるみたいなサービ
スを行っております．拠点のオフィスが東京
の渋谷のはずれにありまして，社員21人で
す．去年の９月に入社してちょうど１年なの
ですけれども，僕が入る前までは社員10人
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MIZUNO Takaaki 株式会社はてな
で，１年間で倍になりました．７月にアメリ
カに「はてなインク」という会社があって，
社長がアメリカに行ってしまいました．アメ
リカというか英語圏というか，世界に向けて
サービスをやっていきたいなと言っている状
況にある会社です．こんな青っぽい，白に青
基調という色で統一したサイトを色々やって
いるので，こんな色のサイトを見かけたら「は
てな」かもなと思っていただければ幸いです．
今回なんで「はてな」の話を最初にしたか
というと，社員の半分以上が技術者で，技術
者の割合っていうのが去年からほとんど変
わってないけど社員の数が２倍になっている
ので，かなり技術者が幅を利かせている会社
なのです．仕事は平日に勿論やっているわけ
ですけれども，休みの日も何か家でプログラ
ム書いていたりと，プログラムを書くのが大
好きな人が多い会社です．技術者が大きな権
限を持っているというのは，社内でどういう
ことがやりたいかとか，何を作っていくかと
いうことを技術者が決めている，技術者が大
きな力を持っていて，発言権とか決定権とか
を持ってやっている会社です．社長も技術者
というのもあるのですけど，社長もプログラ
ムを書いている，そういう会社です．
とりあえずコードを書くことが重要で，
コードっていうのはプログラムと同じ意味な
のですけれども，プログラムを書くのがとに
かく大好きで，プログラムを書いてないと技
術者として全然認められない会社なのです．
実はそれというのがこれからお話する内容
ギークという話とすごく関わってきます．
ギークっていうのは geekと書きます．こ
れは英語です．辞書で引くと，「変人，奇人，
変態，異常者，ろくでなし，バカ，アホ，マ
ヌケ，ダサイ男，酔っぱらい，飲んだくれ」
とあります．こういう人達がウェブサービス
作っているというのは，あながち間違いでも
ないかも知れないのですけど，元々の意味は
こういった意味です．はっきり言ってしまう
とネガティブな，いい言葉ではないという感
じなのですけど，更に「低俗，生きた鶏など
の首を食いちぎる異常な見せ物師」と goo辞
書には書いてありまして，なんじゃこりゃと
いう感じなのです．元々はこういうサーカス
なんかの見せ物をやる人達のことをギークと
呼んでいた経緯があるのですけど，それが最
近はちょっと意味が変わってきました．いい
意味で使われるようになってきたのです．ど
んな意味かというと「ウェブの世界で最先端
技術をいち早く取り入れ，ITに精通するエン
ジニア」という褒め言葉としてのコンピュー
ターおたくということです．先程「はてな」
という会社は，経営者が技術者で技術者が力
を持っていて，技術者の権力が高いという話
をしましたけれど，みんなすごくコンピュー
ターが大好きということです．コンピュー
ターおたくって言ってしまうと悪い意味，ネ
ガティブな意味も含んでいますけれども，「あ
いつはすごいコンピューターに詳しくて，コ
ンピューターのことが無茶苦茶好きで，コン
ピューターと一緒にいればメシもいらないん
じゃないか」みたいな感じの，コンピューター
が大好きでそれを上手く活用出来ている人間
のことをギークと呼んでいます．ということ
で，「はてな」にも割かしギークがいるのでは
ないかなと思っています．もう１つは「ウェ
ブの世界で最先端技術をいち早く取り入れ，
ITに精通するエンジニア」と書いてあります
けれども，本当にその世界は，情報の流れが
速いですし，技術もどんどん進歩して，ドッ
グイヤーなんて，１年が７年にもこの世界で
は相当するなんてことも言われますけれど
も，そういった感じでどんどん進歩していっ
ちゃうわけなので，それを取り入れて職業と
してやっていくというのはハードで，好き
じゃないと出来ないことなのですけれども，
そういうのを追っかけるのが大好きで，いつ
も新しいこと何か出来ないかなとか，こうい
うことやったら面白いんじゃないかなとかを
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考えてどんどん新しいことを開拓していくよ
うな，ちょっとフロンティアスピリット溢れ
るとちょっとカッコ良すぎなのですけれど
も，頑張っているエンジニアのことを一応
ギークと，褒め言葉として使うのです．だか
らみんなで自分のことをギークだっていうの
は，僕は色々そのギークな人達と最近非常に
よく付き合うようになって，自分がギークか
どうかちょっと，ギークじゃないんじゃない
かなって思うようになってきたんですけれど
も，あの人はギークだっていうのは，「すごい
あいつはすげー技術を持っている」と同じ意
味だと思っていただければと思います．
類義語としてのハッカーというのは悪い意
味でも使われちゃったりしていますが，本来
は非常にプログラミングに精通してすごい技
術を持っている技術者というか，プログラ
マーのことをハッカーというわけです．更に
ウィザードとかグルというのがあり，ウィ
ザードは魔法使いで，グルは導師という言葉
から来ていますけど，ウィザードとかグルっ
ていうのはハッカーよりすごい人達のこと
元々いう言葉らしくて，LinuxというOS，
オープンソースで作られている有名なOSが
ありますけれども，あれを作ったリーナス・
トーバルズという人は Linuxのグルだと言
われています．導く師と書いて導師です．ナー
ドというのは，ちょっとネガティブな言葉と
してのおたくっていう意味らしいのですけ
ど，これもまあ近いっていえば近いかなとい
う感じです．こんな類義語がある言葉として
のギークという言葉なのですけれども，それ
を押さえていただければと思います．
ギークの対比としてスーツという言葉があ
るのです．スーツというのは，いわゆる会社，
会社組織の中での話なのですけど，営業を
やっている人です．普段スーツ着ている人達
のことです．インターネットもすごい大きな
ビジネスになってきていますので，どうして
もやっぱり営業さんですとか，意志決定をす
るそういった人っていうのは重要になってく
るのですけど，やっぱり考え方っていうのが
スーツと呼ばれる人達とギークと呼ばれる人
達というのは，方向性が違うのです．なので，
スーツとギークという対立としての言葉が生
まれて，お互いに「あいつは何も分かってな
い」ということを言い合う仲，勿論そういう
人達ばかりじゃないですけれども，ステレオ
的に言えば，そういった対比が生まれ，スー
ツに対してギークっていう違う方向性を向い
ているということです．会社とかっていうの
はお金を儲けることが大事で当たり前なので
すけれども，スーツの人達がいかに自分の会
社の価値を高めていくかとか，どうやって
売っていくかということを中心に考えたりす
るのですが，一方でギークはもう技術指向で，
「そんなのは技術的に美しくない」とか言って
そういうのを否定してみたりと，だいぶ考え
方が違っているのです．ただ最初のテーマに
もあるようにギークと呼ばれている人達の動
きいうのが，最近インターネットの中では重
要になってきているのでないかなということ
です．
じゃあギークはプログラマーのことなのか
となるのですけど，日本語でプログラマーと
いうイメージが誤解を招きやすいのです．旧
来からシステム開発のイメージだと，プログ
ラマーというのは，上から階層になっていて，
一番上によく分からない社長とか偉い人がい
て，その下にプロジェクトマネージャーとか
いうプロジェクトを統括する人がいて，下に
システムエンジニアという，いわゆる上流工
程というシステムの設計をしたりデーター
ベースの構成考えたりというプログラムを書
くのではなく，プログラムの設計をする人達
がいて，そういう人達が作った物をプログラ
マーがコーディングするという，プログラム
を書くだけみたいな，システムというか会社
システムの中で働いている人とかもいっぱい
いるのですけど，いまだにそういう感じがプ
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ログラマーというのだという位置付けになり
ます．別名 IT土方とか言われて，本当に IT
産業がすごく流行っていてプログラマーの求
人も多いよって言うけど，入ってみると言わ
れたプログラムをただひたすら書くだけみた
いなそういった現象も生まれてきていまし
て，そういった人達のイメージがプログラ
マーという言葉には，日本では，強いと思い
ます．ギークっていうのはそうではなくて，
自分の意志を持って自分がやりたいことを
やっている，好きでプログラムを書いている
人達のことを指す言葉だと思います．
ティム・オライリーという人がいまして，
このティム・オライリーがやっているオライ
リーメディアという会社があり，出版だけ
じゃなくて，各種カンファレンスの主催です
とかいったことも，手広く広げてやっていま
す．ティム・オライリーは，とにかくエンジ
ニアとかハッカー，ギークと言われている人
達の動向をずっと見守っている人なのです．
毎年このオライリーがオライリーレーダーで
技術がどういう風になっているのかというこ
とをキーノートとして最初に総括みたいなこ
とを言うのです．Web2.0という言葉は，
2005年にこのオライリーレーダーで喋った
と思うのです．
１年前の2004年のオープンソースコンベ
ンション（OSC）での話の中で，アルファギー
クという言葉が出てきました．アルファギー
クというのは，「先鋭的なハッカー，とがった
エンジニア，最先端のプログラマー」，アル
ファというのは第一のとか先端のとかってい
う，まあアルファ，ベータ，ガンマのアルファ
ですけど，トップを走るみたいな意味がある
言葉としてこの後流行っています．有名なブ
ログを書いている人達をアルファブロガーと
言ってみたりと，色んな言葉も発生したので
す．アルファギークというのはそういう風に
とがっていて，トップランナーとして走って
いるプログラマー，ハッカー，エンジニアで，
革新的なテクノロジーを見つけてきて，それ
をとにかくいりじまわす，そうすると色んな
可能性というのが見えてきて，アルファギー
ク達がどうしたいかということではなくて，
その技術自体がいったいどういう方向に向
かっているのかということが，見えてくる，
そういう役割を持っている人達のことをアル
ファギークと呼ぶのだとティム・オライリー
は2004年に言いました．それはこれから話す
ギークってものの話にすごく合った話なので
紹介したのですけど，アルファギークと言わ
れる人達が最新鋭の技術をどんどん使って色
んなものを生み出していくので，こういう人
達も重要な役割をウェブの世界で担っていま
す．僕が見たことを付け加えると，好奇心が
旺盛で新しいもの大好き，更に飽きっぽい．
ティム・オライリーも，「彼等はすごい最先端
のものをどんどんいじり倒すけど，それがよ
うやく周りの人達が認め出すと，もうその頃
には飽きて新しいものに行っちゃってるん
だ」と．実際アルファギークと言われている
人達，ギークと言われている人達は飽きっぽ
い性格があるなと思っています．好奇心が旺
盛で飽きっぽくてプログラミングがすごく大
好き，コードを書いたり，コンピューターの
前に座って何かするのも大好き，そういうこ
とを考えると，昔の発明家，エジソンとかあ
の辺の人達に近い存在なのかなと感じていま
す．
更に加えて，情報収集能力が高い．新しい
技術というのはたくさん情報があるので，そ
れを取捨選択して必要な物を取り入れていく
能力が問われる人達なのですけども，そうい
うのが上手い人が，アルファギークと呼ばれ
ているのかなと思います．とにかく自分が
作ったものに自信を持っている人達が多く
て，そういう人達が出てくるこういうカン
ファレンスに行くと「こんな俺すごい物作っ
たよ」みたいなことをみんな口々に言ってい
て，どうしちゃったのだろうと思うのです．
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すごいプライドが高くて，自信過剰です．更
に批判に弱いです．すごく頑張って作ったも
のを，ネットでこんなの全然ダメって言われ
るとすぐシオシオってなっちゃって，出した
ものをすぐ引っ込めちゃったりして，プライ
ドが高い割に褒めて欲しい人達なのだな，褒
めて育つタイプなのだと思います．
ギーク同士は技術力を，どんなコードを書
いたのか，どんなものを公開したかで，評価
するということです．ギークの人達っていう
のはプログラミング，相手がどういうプログ
ラムを書くか，相手がどんなことを知ってい
るかで相手を評価します．なので，外国のギー
クのカンファレンス，たとえばオープンソー
スコンベンションに行くと，日本から来たと
いうと，「へー，そうなんだ」みたいな感じで，
「どういう会社にいるの」って聞くから「ブロ
グとかやってる会社なんだよ」「そうなんだ，
ふーん」という感じなのですけど，こういう
コードを書いてこういうとこで公開してま
すって話になったりすると，「それってどうい
うコード？」みたいな，突然態度激変という
ことが起こるということです．ギークの人達
はプログラムをどう書いているか，どういう
ものを書いたかが相手を見る基準にしていま
す．彼等はいつもコードを書いている，とり
あえず分からないからプログラムを書いてみ
る，色々御託を並べるのだったらまずコード
で示せという感じの勢いでやっている人達で
す．
ギークに何故注目しなきゃいけないのかと
いうことを話したいと思います．色んなサー
ビスが今登場しています．Google，YouTube
が最近 Googleに買われて，大変話題になり
ました，flickrは写真共有サービスで，デリ
シャスまたはてなブックマーク，ソーシャル
ブックマークサービスで del，icio，Zohoとい
うのはウェブ上でオフィスが使える，ディ
グっていうのはみんなが注目しているニュー
スがよく分かるというニュースサイトです．
これらの革新的なサービスの多くはギークと
呼ばれる人達が作っているということが，
作った人とかの話とかを聞くと思わされるの
です．
ギークの人達が作ったサイトがこんなに注
目されているのという話をすると，まず前提
として場が整ったというのがあるのです．「イ
ンフラの整備と低価格化」ということで，誰
でもサービスを提供出来るようになったとい
う現状があります．安くインターネットに高
速で接続できてサーバー立てられるように
なったのです．それから「オープンソースソ
フトウェアの開発と発達」ということです．
OSだったら Linux，データベースソフト
だったらMySQLとか，ウェブサーバーとか
そういったソフトがほとんどオープンソース
で使える．無償で使える状態のものがたくさ
ん出てきたのです．一昔前ですと大規模な
サーバーとかで，大規模なサイトやろうとす
るとどこかの企業のでかいサーバーを入れ
て，そこのOSを入れて，そこの提供している
サーバーを入れて，メンテ要員とかも年間契
約を結んでとすごくお金がかかったのですけ
ども，最近そんなのなくても作れるようにな
りました．オープンなデータというのは情報
が出るのですが，最近は色んなデータが無償
で公開され使えるようになってきて，割とそ
の自由に色んな情報が加工出来るようになっ
たというのがあります．そういう感じなので，
あとはやる気とアイディアがあって知識を
がっちり身に付ければ，どんどんサービスを
作って公開出来るようになりました．１人で
も２人でも，サービスが作れれば，大規模な
会社とかでなくても簡単にインターネット上
でサービスを始めることができるようになっ
て，立場と機会がみんなに平等に訪れるよう
になった結果，きちんと能力がある人が目立
つようになった．その結果色んなサービスが
生まれるようになってきたというのがありま
す．例えばディグという注目されている
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ニュースが上に上がってくるサイトというの
は，最初のサービスを作るのに20時間でプロ
グラムできたみたいなのです．月99ドルの
サーバーを借りて，20時間ぐらいで作ったソ
フト，プログラムでスタートができ，今すご
く有名になっているサイトですけれども，ご
く簡単に始められているのです．簡単で誰で
もチャレンジできて，結果面白いものが色々
出てくるようになっています．
ギークがどういう考えに基づいてサービス
を作っていか，どういうことを思っている
のっていうことを考えると，次世代のウェブ
サービスというのはこういう人達の考えてい
ることを見ると，この道筋は正しいのか，こ
の道筋は間違っているのかどうかが，こうな
りそうとかいうことが分かるのではないかな
ということで，この後を続いていくという話
になります．
ギークとウェブの発展ということで，ウェ
ブをギークがどういう形で考えていたから今
のウェブが発展したのかという話にいきたい
と思います．Web2.0という言葉が流行って
おりますが，私はこの講演においてほとんど
この言葉はで使いません．何故かというと，
概念が広すぎて今回の主旨にそぐわないから
です．今回私は内容を絞り込んで喋りたいと
いうこともあり，それからWeb2.0という言
葉は2005年にオライリーが言ったのですが，
「ウェブが最近すごく進化してきたよね，だか
ら現状は2.0って言えるよね」とその時点で
のスナップショットに過ぎないと思っている
からです．Web2.0が今後も続いていくって
いうわけではなくて，Web2.0が2005年の
ことで多分今は何か違う何かじゃないかなと
いう風に思っているところなのです．それか
ら３番は飽きたってことです．最近たくさん
使われているので少し飽き気味です．ちょっ
と食傷気味じゃないかなと皆さん思っている
のではないかと思っているのです．もう
Web2.0とかいったことじゃなくて，どうい
うことができてどういうことが面白いのかと
いう切り口で考えようという感じになってき
ています．Web2.0という言葉は使わなくな
りました．スナップショットという意味で，
1.0，2.0，未来というのがあって，ウェブサ
イトというのは色んな形で毎日ギークの人達
を始め，試行錯誤してこんなのが面白いので
はないかとか，こんなのがいいのではないと
か，淘汰が起こったりしているわけですけれ
ども，ウェブサイトの進化をソフトウェアの
進化になぞらえたら，今2.0ぐらいじゃねー
の，1.0だった過去からちょっと一皮むけた
よねっていう去年の話で2.0という名が付い
たので，今ここっていうスナップショットだ
なという話です．概念としての2.0とは，オ
ライリーが言ったことをよくよく考えてみる
とこういうのがウェブで重要なんじゃない
か，ウェブサービスが色々試行錯誤されたこ
とによって，こういうことが流行であるとい
うことが分かってきたということいくつかあ
げられていいます．それは，双方向性，イン
タラクションという，単に情報を配信するだ
けじゃなくて情報を共有したり，ユーザーが
コンテンツを当てていったりとかっていうこ
とで起こる何かです．集合知と言われていて，
『「みんなの意見」は案外正しい』という書籍
も出ていますけど，いろいろな人何千人と
いった意見をどんどん集めていくと，１人や
２人の識者がこれだって言ったものよりも，
結果として正しい知見が得られるといった調
査結果が出たりとかして，ウェブでたくさん
の人が繫がっているわけですから，情報を集
めることでより人間は賢くなれるのではない
かという話が集合知です．あとフォークソノ
ミーに関しては滝日さんの話にも出てきまし
たけれども，タクノソミーという分類学とい
う言葉とフォルクスという民族とか民衆とい
う言葉の合成語で，よってたかって人々が分
類をするタギングといわれている技術が生ま
れてきました．ロングテールっていうのは，
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アマゾンに代表されるように，在庫を持たず
にインターネット上でたくさんものが売れる
ので，ほとんど売れないものでもそれを集め
ると意外な額になっていく，グラフで描くと
ほとんど売れない，売れ筋商品から遠い部分，
長いシッポの部分が意外と重要なのではない
かとなってきたのがロングテールです．こう
いったものが有効だってことは，いろんな見
地から言われていて，有効だと思います．な
んでこういったものが生まれてきたのかって
ことを考えてみると，ギークの特性というか
ものが出てきたなという風に私は考えていま
す．プログラマー三大美徳という言葉があり
ます．Perlという非常に有名なプログラミン
グ言語がありますが，ラリー・ウォールとい
う日本が大好きでアニメが大好きなおじさん
が作ったのです．「プログラミング Perl」とい
うオライリーから出ている技術書があって，
これは，Perlという言語を作った人が書いた
経典みたいなものなのです．ラクダの絵が描
いてあるのでラクダ本と言われます．この中
でプログラマーには３つの美徳「怠惰」「短気」
「傲慢」があると言っています．美徳？ってい
うと，ちょっと待ってみたいな感じがするの
ですけど，この３つがあるおかげでプログラ
ムは素晴らしい，これはプログラマーの持つ
もっともいいところだと書いています．それ
だけじゃ意味が分からないので，この特性が
非常にWeb2.0的な考え方というか，新しい
ウェブの考え方に影響を与えていると思いま
す．
まず「怠惰」，lazinessというのが何かとい
うと，同じことを何度も繰り返すのはものす
ごく嫌いという考え方です．とにかく，例え
ばこうプログラムだから，プログラムを書い
てコンピューターにやらせてしまえ，コン
ピューターというのは単純作業とか繰り返し
作業というのは得意ですから，コンピュー
ターでできる繰り返し作業を人間がやる必要
なんか全然ないじゃん，プログラムにやれる
ことはプログラムに任せて，俺達はもっと面
白いことしようぜっていうのが，怠惰という
考え方です．繰り返すのが本当に嫌い，単純
作業嫌いということです．
それから「傲慢」，これは応用が利かないプ
ログラムに腹が立つ，どういう意味かという
と，要するにその先を見越したプログラムを
書こうじゃないかということです．結局プロ
グラムを，これは先程の繰り返しの作業が嫌
いというのと絡むのですけど，応用が利かな
いプログラムを書いちゃうと，また次に
ちょっと変更があった時にまた書かなきゃい
けないのです．プログラムはめちゃくちゃ面
倒くさいことです．それをやりたくないから
色々応用が利くプログラムを書いておけば，
あとで楽できるんじゃないのということで
す．
最後は「人に悪く言われないプログラムを
書き，人に悪く言われないよう制御する」，ど
ういうことかというと，美しいプログラムを
目指す，どんどん公開するっていう意味なの
です．我々プログラマーは，美しいプログラ
ムという言い方をよくするのですが，それが
何かということの説明が難しいのですが，よ
く書けてスキのない無駄のないプログラムの
ことです．美しいプログラムを書いて，どん
どんそれを公開してみんなで共有すること
で，よりよい世の中を目指しているのです．
とにかく繰り返しが嫌いで，美しいプログラ
ムを書きたくて，拡張性に富んでいるプログ
ラムを書きたい，こういう人達がいるからプ
ログラムっていうのは進歩しているのだよと
いうことをラリー・ウォールという人は言っ
ています．プログラマーのこういう性格を前
提にしますと，サービスのことが分かってく
ると思います．一番重要なのは「怠惰」とい
う考え方で，同じことを繰り返したくない，
この考え方はサービスの進歩に関わっている
のではないかと思っています．
どういう意味かっていうと，楽をするため
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には努力を惜しまない，何か健康になるため
なら死んでもいいみたいな，反語的な感じな
のですけど，楽をするためにとにかくプログ
ラムを書きたい，とにかくプログラム以外の
ことで面倒くさい思いをしたくないみたいな
ことを思って，日々プログラムを書くわけで
すが，その結果自動化という考え方が生まれ
ます．手作業がとにかく嫌い，コンピューター
にやらせることができることは，コンピュー
ターにやらせてしまえ，そういうことで色ん
なことが自動的にできる方向に技術が進化し
てきたのではないかと感じております．それ
は何かというと，検索エンジンです．滝日さ
んの話にもありましたけども，最初に生まれ
てきた検索エンジンというのはディレクトリ
型，いわゆるYahoo!が始めたものだと思う
のですけど，人間がいろんな自分がいいと
思ったサイトをどんどん登録していって，そ
れを人間が分類して，来た人がそれを見て使
う，こういう目的にはこういうサイトがある
のだというのが，すぐに見つけられるように
するというのが最初のディレクトリ型と言わ
れる検索エンジンです．Googleが有名ですが
Googleが始めで無いのですけれども，それが
ロボット型と言われるエンジンになりまし
た．ウェブサイトっていうのはリンクが貼っ
てあって他のページに飛べるのが特徴ですけ
ど，ロボットプログラムが自動的にリンクを
辿って色んなページを巡回して，たくさんの
ページのデータを収集して，しかもそのペー
ジ自体がどのくらい意味のあるページなのか
ということや，それから検索に使ったキー
ワードとの関連があるかを自動的に検索し
て，自動的にユーザーが入力したキーワード
に近いページが自動的に出てくるのです．あ
えて自動という言葉をたくさん使ったのです
けど，そういう感じでとにかく人の手を介在
しなくても，インターネットにページ，サイ
トがたくさんできていけば勝手に検索できる
ページが勝手にできていって，プログラムを
書くこと以外に全く人の手を介さなくても検
索エンジンの仕組みができ上がっていくとい
うのが検索エンジンの進化だと思います．こ
ういうのも結局プログラムを書くこと以外し
たくないという考え方に基づいて，できてき
たことなのではないかと思います．ディレク
トリ型にはディレクトリ型の良さもあるので
すけれども，ロボット型のほうが有効である
ということが分かってきたので，今はロボッ
ト型が主流になって，Yahoo!もディレクト
リ型からロボット型のエンジンに変える動き
になっています．
それからブログとか，あと CMSというの
はコンテント・マネージメント・システムで
す．コンテンツを導入すると適当な形でウェ
ブサイトにして，表示してくれるシステム，
ブログもその一部なのですけれども，ブログ
は書く内容がコンテンツで，ブラウザで入力
さえすれば勝手にウェブサイトができるとい
うのがあります．ウィキって言われている，
ウィキウィキとかウィキウィキウェブとか言
われていますけれども，これもコンテント・
マネージメント・システム，CMSの一部なの
です．日記とかとは違ってキーワード単位で
ページを自動で，自分で作れる特殊なブラウ
ザ上で全部のページの管理ができるウェブシ
ステムがあります．こういったものは
HTMLでウェブサイトができているのです
が，いちいちHTMLを書くのは面倒くさい，
オレが書きたいのは内容であって，そんな
ページの構成とかはどうでもいい，いつも同
じ部分は自動的にやってくれよという気持ち
があった人達から生まれたのではないかと思
います．結果としてHTMLとかを知らなく
てもウェブサイトページが作れるということ
になったので，大ブレイクしました．最初か
らこう誰でも使えるウェブにしようという気
持ちもあったと思うのですけれども，それと
は別にいつも同じページ書いて，１ページ書
き換えたら他のページも書き換えなきゃいけ
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ないとかは本当に面倒くさい，だからそんな
の全部プログラムでできるのだから自動でや
ればいいじゃんって思ったこともすごくある
のではないかと思います．RSSはコンテンツ
を自動取得しやすいようなデータ形式の作成
で，ブログの内容といったものをXMLとい
う形式で，配信するってことが非常にブーム
になったのです．なんでこういうものができ
てきたかというと，コンテンツを自動的に
取ってきて加工できるというニーズがあった
からです．ウェブページからデータを取って
きて意味解析するという技術も提供されてい
ますけれども，それはそれで結構大変なので，
それだったら最初からコンピューターが分か
りやすい形でデータ制御してあげれば楽じゃ
ないということで生まれたのが RSSです．
先ほどテクノラティとか紹介されていました
けど，ああいったものも RSSを背後で使っ
ている部分もあります．
こういった新しいサービスが出てきて，面
白いことになっているのですが，最初のきっ
かけとしては自動化したいということです．
更に RSSオートディスカバリといって，
ウェブサイトのXMLの中に，ページの RSS
とかURLを埋め込む仕様というのがあるの
ですけど，そういったのもウェブサイトにア
クセスしさえすれば RSSの場所が分かる，
自動的に分かりたいという気持ちから生まれ
たものじゃないかと思います．
ウェブAPIというのはウェブの仕組みを
使ってデータをプログラム同士でやりとりす
るという仕組みなのですけども，いろんなこ
とに使われています．データのやりとりを
ウェブの仕組みを使って自動化していこうと
いう動きです．自動的に最新データを取得し
たり，自動的にデータを更新したり，コン
ピューター同士でのこういったデータのやり
とりというのはたくさんあるのですけど，重
要なのはウェブの仕組みを使ったということ
です．これは汎用的なプロトコルで，汎用的
な仕組みなのです．ウェブの仕組みっていう
のはどんなプログラミング言語でもたいてい
使うことができる仕組みなのですけど，こう
いうのを使うことでデータのやりとりなんか
も簡単に出来る，あんまりプログラム書かな
くていい自動化ができるというのが，これの
仕組みのポイントだと思います．
次は広告についてです．最近アドセンスと
いってウェブサイトに Googleが出す広告を
貼り付けていっているページがあります．検
索結果に近いデータの内容の広告が出るの
で，クリックされる率も高いし，広告効果も
高いし，しかも関係ない広告が出るのに比べ
ると，見に来た人にとっても負担が少ないと
いうことで，よくできた仕組みです．Google
はアドワーズの収益が，かなりを占めている
と言われていまして，Googleの世紀の発明と
かという感じもしますけれども，これも広告
だって自動的に表示したい，どういう風に広
告出すのとか，広告主と相談したりとか，そ
んなのことするの本当面倒くさい，だったら
自動的に表示されるようにすれば，何も悩む
ことないし，アドセンスにしても，決まった
HTMLの単語書いておけば，あとは勝手に
Googleがよさげな広告出してくれるので，広
告出される側というか，ウェブサイトの管理
者は何も考えなくていい，なんて便利，自動
化素晴らしい，プログラムでできることはど
んどんやりましょうということで，結構自動
化されてきた部分があると思います．便利
だったのでブレイクしましたけれども，自動
化ということが根底にあるのです．
色んなことが自動化によって動いてきたと
思うのですけど，自動化できないこともある
ということを話したいと思います．例えば，
コンテンツの意味的分類というのは，結局自
然言語処理です．日本語とか英語とか書いて
あって，どういう意味を持っているかという
のを解釈する研究はすごくされていまして，
昔に比べたらよくできていますけど，やっぱ
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りまだ実用段階には至ってないと思うので
す．そのホームページ上にある，ウェブサイ
ト上にあるデータというのを意味的に解釈し
なくちゃいけない，最近は音楽ですとか動画
ですとかといった，文字ですらないものが
いっぱい出てきて，そういったものをどうい
う風に解釈してくのという時に，まだ技術的
に難しい，今そういうのを，自動的に解釈し
てということはできません．じゃあどうする，
みんなでよってたかって作業しちゃえばいい
じゃん，という話になります．１人でやるの
はとにかく面倒くさいので，１人でずっと続
けていく根気は飽きっぽいプログラマーには
ないのです．そこでフォークソノミーとか集
合知という考え方，つまりたくさんの人が，
ウェブ，インターネットに繫がっているから，
みんなで作業したら，何か１人はみんなのた
めにみたいな感じになって，楽じゃないって
いうのが，こういったもののきっかけの１つ
にあるのではないかなと思います．他にいろ
んなメリットというのも発見されてきまし
た．情報に対してカテゴリ分類をするのでは
なくて，この情報に対するいろんな人が好き
な言葉でキーワードを割り振っていくタギン
グと言われているものがあります．例えば，
猫の写真があった時に，「猫」と付ける人もい
れば「cat」と付ける人もいたりして，若干ブ
レはあるのですけど，カテゴリ分類では分類
できないようなあいまいさみたいなところ
も，全体としてはキーワード表現できたりし
て，便利な分類方法ではないかと言われてい
る分類方法です．これはどんなタグがあって，
どのくらい使われているかというのを文字の
大きさで示すタグクラウドって呼ばれるもの
です．タグをみんなで付けることでデータに
意味が持たされてくる，みんなでよってた
かって作業しようと，サービスのマネー
ジャーですとかそういう人達が１人でシコシ
コ作業しなくても，みんなにこういう分類を
開放するからみんなでやってくれよというこ
とで，情報が結果として分類されてしまうと
いう便利な方法です．
次は，コンシューマ ・ージェネレイテッド・
メディア，CGM についてです．これもプログ
ラム書いておけば，あとは消費者がどんどん
内容を生成する，ユーザーが全部中身作って
くれるのではないかという考え方に基づいて
いる部分が，ブログと同じようにあります．
みんなが参加してくれることで楽しいとか，
１人では絶対無理なことが出来るというメ
リットをもたらしたのです．スタート地点に
「こういうサイトやりたいけど，中身作るの面
倒くせー．みんなが中身を作れるようにした
ら，みんなが作ってくれるんじゃないかなー」
とを考えた人が絶対いると思っています．こ
ういったこともプログラマーが，ギークが怠
惰だったということがすごく関係していると
思ってます．
この間 Googleが出したサービスなのです
が，イメージラベラーという面白いゲームが
あります．どういうゲームかというと，Goo-
gleが画像をインターネットから拾ってきて
画像をポンと出すのです．すると，自分とイ
ンターネットで繫いでどこかに仲間がもう１
人，パートナーがいて，お互いにその画像の
意味に近い言葉，単語をどんどん打ち込んで
いくのです．パートナーと自分が同じ単語を
打ち込んだら点数がもらえて，次の画像に進
むというゲームです．同じ画像に対して，自
分とパートナーがいかに同じ言葉を入力でき
るかということを考えるゲームなのですけ
ど，実はこれタグ付けじゃん，ということで，
これを使って Googleはどうもイメージにタ
グ付けをしているらしいという，巧妙なプロ
グラマーの罠が潜んでいるわけです．これは
よくできていて，その怠惰さというのは，聞
こえは悪いのですけど，そういった考え方に
よっていろんなものが分類されるようになっ
てきているという，おもしろい例だと思いま
す．
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つまり，Googleはギークの怠惰っぷりが
ウェブの進化の原動力になっていると考えて
いるわけです．極端なことを言えば，淘汰の
結果，理屈は後から付いてくる，ギークが色
んなことをやって，色んなことを試した結果
いいものだけが生き残ってきていると言える
のではないか，ギークが作ったサービスの陰
には死屍累々で，おもしろかったものが生き
残っていると言えるのです．自然的にいいも
のが生き残ってきて，それはなんで良かった
のかな，なんで生き残ったのかを考えてくと，
色んな理屈が見えてくるということがあるの
ではないかと思います．
最近オープンなデータが入手出来やすく
なっています．データが重用という話をした
いと思います．ウェブAPIというのはウェブ
の仕組みを利用してデータと情報のやりとり
をする仕組みのことです．他のウェブサイト
上にある情報をXMLでプログラマーが加工
しやすい形で取得したりできるわけです．例
えばアマゾンで，商品情報はウェブ上で検索
すればたくさん出てくるわけです．その情報
は，人が見やすいようにHTMLで整形され
ていて，その中から価格はどれで，作者はど
れで，出版社はどれでというともうプログラ
ムで抜き出せるけれど，どこにあるかという
情報がないから面倒です．XMLの場合は情
報に対して意味付けをする仕組みができあ
がっているので，「この情報は作者です」「こ
の情報が出版社です」「これが価格です」と埋
め込んだデータを返すことができます．そう
いったことをすることで，様々な情報がウェ
ブから取れるようになるので，データを取得
したりするという，APIが盛んです．他にも
APIの仕事というのはいっぱいあり，ブログ
APIは，ブログの統合をブラウザ上でやるだ
けではなくて，データがXMLのやりとりで
きるというのもあるのです．YouTubeでも
動画の情報を検索してデータをXMLで取っ
てくるメディアが公開されています．色々な
たくさんのAPIが出てきて，それが面白い効
果を発揮しているということを言いたいと思
います．ウェブAPIには，特定の処理を実行
するものと，サービスを操作するものと，デー
タを取得するものの３種類があるので，XML
でデータを渡して何かのXMLのデータ返し
てくることが，なんでもできるわけです．例
えば，あるブログの内容を書き換えるなら，
「この内容書き換えて」「OK」みたいなことも
できるし，「この計算やってみて」「OK」と単
純に計算するだけのものもできるし，「この情
報ちょうだいよ」「じゃあこの情報あげます」
とやりとりもできます．重要なのはデータを
取得するAPI流行ってきたことです．色んな
サイトからデータを取ってきて，加工や合成
をすることで，新しい価値を生み出すことが
できるようになって，マッシュアップと言わ
れています．例えば，グーグルマップAPIと
いう Googleの地図情報を取得できるAPI
があります．地図を表示できるグーグルマッ
プという地図のサービスがあるのですが，そ
れを使ってその上に自分で自由な情報を出す
というようなシステムを作ることができる
APIです．地震が起きた時に地震の情報を
取ってくるAPIを繫ぎ合わせて，地震が起き
た場所を地図上に表示するサービスを作って
みたり，音楽情報とアマゾンの商品情報を合
わせて，この音楽を聞いている人はこんな本
買ったらいいんじゃないと紹介するサービス
とか，いろいろあるのです．とにかくいろん
なデータをいろんなところが最近公開してく
れるようになったことで，ほぼ無料でみんな
が情報を加工した新しい情報を出せるように
なってきています．ウェブAPIが，サービス
を外部プログラムから利用可能にしたこと
で，情報の共有や自社サービスの拡大，第三
者による新しい視点の導入ができますという
ように，100点満点の目的を達成した例なの
ではないかなと思っているのですけど，これ
は結果として見えてきたことでしかないので
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はないでしょうか．
2006，今年７月にオレゴンのポートランド
でOSコンベンションがありまして，実は僕
も行って来たのですけど，ここでオライリー
は，最近重要なことが５つあるというような
話をしています．これからはオープンソース
のプログラムがうんぬんという話じゃなく
て，「Open Source Licenses are Obsolete」
と書いていますけども，オープンなデータ，
そのデータをどう扱うか，オペレーションが
アドバンテージだみたいなことを言って，
データが色々公開されてきたことが将来に意
味があることなんだということを強く言って
いました．これは重要なことで，いろんなデー
タがほぼ無料で一般に公開されるようになっ
てきている現状が重要なことだと思います．
なんでそのデータが重要なのかというと，
オープンなデータはギークにとってかなり恰
好のオモチャなのです．学研が昔出していた
電子ブロック，色んなブロックを組み合わせ
ていくとパルスを発信する何かになってみた
り，お風呂の検知システムになってみたりと，
いろんな電子工作ができるというものなので
す．これと同じで，オープンなデータという
のは，オモチャのブロックのように組み合わ
せることでいろんなことができるのです．そ
ういうことをするのが，ギークは大好きなの
です．好奇心旺盛で新し物好きなので，新し
いデータとか新しい物が出てくると，これを
使って何かしてやろうと思うわけです．オー
プンなデータがいっぱい出てくることで，い
ろんな可能性の模索ができるようになってき
たことが，新しいサービスが生まれる重要な
ポイントになってきているのではないかなと
思っています．アマゾンとかYouTubeとか，
グーグルマップとか Flickrとか，APIを公
開するサービスに，ギークが群がっていろん
なサービスものを作り始めるのです．例えば，
Flickrの画像を使った神経衰弱，グーグル
マップの地図を使ったレースゲームとかある
のですけど，そういったゲームみたいなもの
から，もっと役立つものまで，APIを公開し
ていると，それだけで他の人がそれを使って
色々作ってくれるので，サービス自体が盛り
上がっていくという傾向があります．APIを
公開しているかどうかというのは，そのサー
ビスが流行るかどうかの分岐点だったりする
のではないかと思っています．
API公開したからといって，そのAPIを
使うかどうかというのはギークにとっては微
妙な選択肢になっていて，API公開するサー
ビスだから流行るということではないのでは
ないかなと思います．どういうAPIを使いた
いのかというと，まず面白いデータが取得出
来る，これ使ったら何かおもしいことができ
るんじゃないの，と思うような何かが取れる
ものが重要です．それから標準的な正しい仕
様になっていることです．例えばXMLも１
つの仕様ですけども，いろんな仕様とかルー
ルが今まで経緯から生まれてきています．そ
ういったものに，きちんと則っているかかど
うかというのが使ってくれるかどうかの分岐
点になっています．変なオレ流フォーマット
でデータを出してきても，何だかワケ分から
ないし，コード書いても汎用性がないし，拡
張性もないからあまり使いたくないと思われ
てしまうと使われない，だから標準的な仕様
というのをきっちり守って，その上で面白い
データを公開するAPIというのは流行りや
すいと思われます．「このAPIのデータを
使っていいけどこれで商売しちゃいけませ
ん」とか「このデータ使っていいけど第三者
に公開しちゃいけません」とか「１日に1000
回しか使えません」とか，いろいろと制限を
かける場合があるのですけど，ギークな人達
はそういうのは嫌いです．「Information
 
Wants To Be Free」という，「情報は自由に
なりたがる」という，超有名な編集者のスチュ
アート・ブランド1984年に言った言葉があり
ます．これ自体は情報って隠すことができな
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いんだよという意味でちょっと違うんですけ
ど，やっぱり制限をかけられるっていうこと
はやっぱり嫌いですよね，何かこれっていず
れこの制限が強くなったりするんじゃないか
とかですね，いきなり使っちゃダメとか言う
んじゃないかとか色んなこと考えちゃうの
で，制限がかかってないものを使うっていう
のがあるので，APIが流行るかどうかってい
うのはここのところにかかっているかなと思
います．事例として，日本のテレビ局が
YouTubeに動画の事前審査を求めているこ
とについて，先日日経新聞に出てたのですけ
ど，YouTubeに違法動画がいっぱいあがっ
ていて，それ自体は問題を孕んでいたりとか
するので，いいか悪いかは明言しないのです
けど，YouTubeに，日本のテレビ局が動画公
開する前にチェックしろよというお願い文書
みたいなものを出したのです．コンテンツホ
ルダーからしてみれば，そういう考え方もあ
るのかも知れないですが，YouTubeもちっ
ちゃな会社で，ギーク達が作っていると思う
のです．事前審査は自動化が難しいし，面倒
くさい，しかも自由な感じじゃないというこ
とで，ちょっとギーク的に考えれば「ねーよ
な，これ」っていう判断になるかなと思ってい
ます．もちろん，今後さまざまな外圧によっ
て，もしかしたら事前審査が入るかも知れま
せん．分からないですけれども，そのプログ
ラマー達は絶対嫌だと思っているという風に
僕は思っています．その理由というのが先程
言った怠惰さで，自由じゃない感じが嫌だと
なるかなと思います．
結論なのですけれども，ギークは怠惰で，
面倒くさがり，しかも新しい物，楽しい物が
好きだといえます．ウェブサービスの将来は
ギーク〝も"握っている．ギーク〝は"って言
えないところがちょっと弱いのですが，ギー
クのことを知ることも結構関係あるんじゃな
いかなという風に感じているということを伝
えたいと思っています．
最後に，ちょっとオマケです．もし，自分
でサービスを作ったことがない方は，自分で
ちょっとしたサービスを作ってみたりする
と，ギーク達の生活や気持ちが分かったり，
将来が見えてきたりするのではないかなと
思っています．別の言い方をすると，コード
を書けということで，今回の私の話は終わり
なのです．
うちの会社の日常をちょっとだけお見せし
ます．こんな感じで仕事しています．非常に
子供っぽい，大学の研究室みたいな感じの会
社なのです．バラバラな机でごちゃごちゃし
た中で仕事をしているのです．開発者が多い
会社なので，コードを重要視している人が多
いので「社長がコードを書かなくなったらみ
んな言うこと聞かなくなるんじゃないです
か」という発言が出たり，僕が最近，打ち合
わせとかが多くなってきたら，「最近コード書
いてないみたいですけど大丈夫ですか」って，
いろんなことが言われていています．
ギークの人達っていうのは理論とか理屈で
は物事を考えないので，何かプログラムした
結果のものを見せないと，納得したりしない
のです．こういうのが面白いと思うのですけ
どみたいな，机上の空論みたいなプレゼンを
すると，「ふーん，そうかそうか．じゃあモノ
を作ったら考える」みたいな感じになっ
ちゃって，とにかくモノを作らないとダメな
のです．こういうことをよく言われて，コー
ドが重要だということを再認識させられま
す．しかもわがままなので，やりたかったこ
とも「上から言われると萎える」とか言って，
あまり上の人の言うことを聞かないギークな
人達には多くて，好き勝手やっているのです
けれども，そういったことの中から面白いも
のが生まれてくるのではないかなという部分
もあるという風に思っています．それが全て
いいかどうかは分からないのですけど，この
ようにやっています．
ご静聴ありがとうございました．
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司会（高田)：ありがとうございました．それ
では，質問などありましたらお願いします．
千葉 このスライドの最後のところに「ギー
クは正しい」というのがあるのですけど，正
しいという内容について少し聞きたいんで
す．
水野：正しいというのはかなり広い概念なの
ですけど，ここで言う正しいというのは，美
しいとかなり似ている概念で，例えばちょっ
と前に流行ったポリティカリ・コレクトとい
うものがあって，政治的に正しいとかいう言
い方がありますよね．あれと結構近いかなと
思うのですけど，要するに自分達が進むべき
方向というのがある程度，そんなに先ではな
いけど見えてくるわけなのです．例えば今後
データというのはプログラムにとって解釈し
やすい方向に行くとかです．さっきも今後流
行るものという話が出ていましたけど，例え
ばマイクロフォーマット，ページの中にいろ
いろなもののデータを埋め込んでいこうとい
う動きが流行ってきているとか．あと最近，
そうだ，１つ思いついたのが，カレンダーサー
ビスとかいうのが今後もっとくるだろうなと
思っているのですけど．そうやって自分達が
今後面白いと思って進んでいく未来がそんな
に遠くは見えなくても近くは見えているので
す．それに対してその方向にある考え方だと
か，情報とかというのも正しいと見ていて，
それと反対の方 向 を 向 い て，例 え ば
YouTubeに対して事前審査が入るみたいな
話では，結局どんどん自動化していこうとい
う流れの中では，後ろ向きなわけです．そう
いうものは正しくないのではないかなと．い
ろいろな意味での正しさの中で，ギーク達が
今後興味を持って進めていったりする方向に
限定した上で持っていること．事前審査って
いうのが政治的に正しいのかも知れないけ
ど，ギーク的には正しくないということです．
千葉：ギークの方々の正しさのルールのセッ
トは共有されているのですか．
水野：結構ギークの人達というのは，意外と
ブログとかで喋ったり，いろいろなことを書
いたりとかで，それなりに情報を共有する仕
組みができ上がってきているので，先程の
ブックマークの仕組みですとか，RSSを使っ
たりとかといったことで，結構データの共有
というのはできていて，割と何がおもしろい
かというのは，共有されています．とんがっ
た，みんなが同じような色をしている部分と
いうのもあって，それが問題かなとは思って
いるのですけど，データの共有みたいなこと
はできていると思います．
千葉：我々ギークでない者が正しいというこ
とと，ギークの方が正しいということとで，
一致していない，矛盾しているというのがあ
りますか．
水野：一致していないといったことよりも，
理解してもらえないということは結構あるの
です．最近見ていて思うのは，楽天という EC
サイトがありますよね．いっぱいサイトが
あっていっぱいいろいろなもの売っています
けど，デザインを見ていると，ずいぶん昔風
なページもいっぱいあって，色がすごいとか
文字がでかいとかいろいろあるのですけど，
そういうものの方が実は何か売れているよう
な気もしていて，一般の人がウェブサイトと
かを見て，ここはいいとかここはよく分かる
といったことと，我々と全然見方が違ってい
るなとは感じます．データを加工しやすいよ
うにして，コンテンツとデザインの分離とか
という話をよくするのですけど，そういった
形のことは我々は正しいと思っていますけ
ど，そんなことよりも，派手な色を使って売
れるサイト作った方が，商売してる人には正
しいよなって思うこともあります．そういっ
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たことにギャップを感じます．
小池：ギークと呼ばれる人達の自分のモッ
トーとして，普段オレはギークだと思いなが
らプログラムを作ったり，オレは怠惰と思い
ながら何かやっているということはあるので
しょうか．それとも周りから見て，ああこの
人はギークだなということなのか，自分もオ
レはギークだと，だからこういう怠惰でいい
んだと，そう思いながらやっているものなの
でしょうか．
水野：そこまで強く普段意識することはあま
りないです．自分達がエンジニアであるとは
思いますけど，怠惰であるっていうのは，プ
ログラムを書いていると結構自然にそうなる
ような気がして，「プログラムでできるんだか
らプログラムでやればいいじゃん」って思う
人達が一定数出てきて，結果としてその人達
がギークと呼ばれてる感じがします．ギー
クって言葉自体は，「オレ達はギークなんで」
という感じでちょっとギャグっぽく使うこと
はありますけど，まじめに「僕等はギークで
すから」みたいなことをいう人はあまり聞か
ないです．
小池：多分，怠惰という言葉は Perlの作者が
出したっていうのが大きくて，怠惰っていう
のは我々が普段使う怠惰とはかなり違うと思
うのですよ．正しいっていうのも多分そうだ
と思うのです．怠惰というのは楽するために
は労を惜しまないっていうような，実は裏の
意味があって，繰り返しをしないためにコー
ドを書くっていうのはかなり努力して，新し
い技術を覚えているわけです．そういう背景
の中で Perlの作者の影響を受けてひと括り
で怠惰って言っているという感じもあるの
で，同じ怠惰なんだけども意味が違う風に
言っているのかなっていう感じがしたんで
す．
水野：基本的にプログラマーが怠惰っていう
時の，面倒くさいことをやりたくないってい
う中には，プログラミングとプログラミング
の勉強は入ってないですね．プログラミング
とプログラミングの勉強はいくらしてそれは
すごく楽しいことなので，快感なわけです．
その状態をちょっと冗談めかして怠惰と呼ん
でいる感じではあると思います．
小池：プログラミング好きな人，そういう人
だったら仕事とも思ってないので，好きなこ
とをやっている，周りから見ていると苦痛だ
と思うのですが，働いている彼等にとっては
苦痛でも何でもないと，多分そういうことな
のでしょうね．
水野：プログラミングを，基本的に１日会社
でやっていて，家に帰っても，さあプログラ
ミングしようっていう人も，うちの会社に
いっぱいいるので，そういう人はまさしく
おっしゃる通りだと思います．
藤本：ギークの類義語でハッカーがあった
じゃないですか．ハッカーは結構馴染みがあ
るのですが，ギークはやっぱりよその世界っ
ていう感があるのです．エリック・レイモン
ドが「ハッカーになろう」の中で「コードを
書けないやつはハッカーじゃない」と明確に
言って，ハッカーっぽくなりたくてやたら色
んなサイトに入って侵入するとか，子供じみ
たことやるやつはハッカーじゃないからねみ
たいに書いていて，偽ハッカーと本物のハッ
カーを分けました．何故偽ハッカーが出るか
というと，ハッカーってカッコイイじゃんみ
たいな，ちょっとワルになってみたい，プロ
グラムがちょっとできるような子供達もしく
は少年少女，その人達がカッコイイという思
いがあったと思うのです．ギークという響き
の中にはそういうのはあるのですか．つまり，
「オレはギークだ」と言いたいけど，でもコー
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ドあんまり書けない偽ギークみたいなのがい
るのか．
水野：それっぽい人には会ったことはありま
す．ギークな人達は本当にプログラミング大
好きで，僕も好きなのですけど僕は他にも好
きなことが多すぎて，僕自身もギークではな
いと思っているのです．勤め先の取締役に
「ウェブ進化論」を書いた梅田望夫というのが
いるのですけど，彼に，僕は最近ギークのこ
とがだいぶ分かってきましたという話をした
のです．そしたら「で，君はギークじゃない
の？」って言われたのです．僕は「どうも，ギー
クのことが分かれば分かるほど自分がギーク
じゃない気がして」って言ったら，「ああそう
か，実は自分もそう思って，昔はプログラム
書いてたけどそれでやめたんだ」という話を
したのです．ギークって，素質が強いなと感
じているのです．なので，ギークになろうと
思ってなれることはないのです．
藤本：ハッカーという言葉が，90年代後半イ
ンターネットが普及する過程で，侵入者とか
悪者というようにメディアに使われて，元々
プログラミングが大好きで，今あの水野さん
が説明されたギークの特性を持った人達が
ハッカーという風に呼ばれて，元祖ハッカー
というのは称号であったはずなのに，いつの
間にか手垢にまみれてマイナスのイメージが
普及されたっていう印象があるのです．人と
何かハッカーのことを喋る時には常に何か言
い訳をたくさんして，いい者と悪者もいるみ
たいなワケ分らない状況があったと思うので
すけど，水野さん達の世界では自分達をハッ
カーという定義はしないのですか．もしくは
ハッカーという言葉はもうないのですか．
水野：プログラミングが上手いっていうか天
才的プログラマーみたいな意味で，ちゃんと
ハッカーという言葉を使っています．ハッ
カーよりも，ハッキン，ハックするっていう
言葉がけっこう使われています．プログラム
の一部におかしいところがあって直さなく
ちゃいけない時に，きれいに直そうとすると
手を入れるところがいっぱいあって面倒くさ
いので，とりあえず今だけちょっと直してお
こうということをクイックハックって言うの
です．最近ハッカソンという言葉が生まれて
きていて，マラソンみたいにずっとこうハッ
クする，夜中じゅう一晩とか二晩とかずっと
コード書くことをハッカソンという言葉が
あったりと，ハックとかハッキングという言
葉も脈々と生き残ってはいます．死語ではな
いです．
鈴木：卒業生の鈴木と申します．ギークはプ
ログラミングが好きで休日もプログラミング
をして，仕事とプライベートの区別がない，
そこで例えば「はてな」の CTOの伊藤直也さ
んなんかは，早い段階からブログの検索シス
テムを作って，そういうものが会社の中に還
元されて会社のサービスが始まったりしてい
ますけども，そういうことに対して会社から
個人に対しての報酬のようなものはあるので
しょうか．
水野：ギークな人達含めてウェブ関係で働い
ているエンジニアは，得なきゃいけない知識
があるので好きじゃないとやっていけない部
分があるとは思うのです．好きだから休日で
も情報収集しているし，プログラムも書いて
いるし，そういうのは業務でも生かせるとみ
なされる感じなので，よっぽどすごい何かを
生み出したってことになれば話は別なのかも
知れないですけども，知る限りでは無いので
はないかと思います．
鈴木：それは逆に言うと技術に追われている
立場で，常に新しいことを吸収しないと次の
新しいサービスを生み出せないということが
190  Mar.2007社 会 情 報
あると思うのです．僕の印象では，ハッカー
みたいな人達はＣ言語のような基盤技術を
しっかりおさえているのという強みがある人
達で，ギークっていうのはどっちかって言う
とウェブサービス中心に開発を進めている人
達じゃないかっていう印象があるのですけ
ど，新しいサービスを生み出さないといけな
いギークの人達はどういうところに行き着く
のか知りたいなと思います．
若い人達を中心としてウェブサービスが作
られてますけども，この先若い人達がこのま
ま同じことを続けていけるんだろうかという
ことを知りたいのです．
水野：Ｃ言語が書けるか書けないかというこ
とに関して言えば，よくできる技術者でＣ言
語を書いたことがない技術者もいます．Ｃと
かが全然分からない感じなのですけども，
やっぱり新しい技術を覚えるのが好きでいろ
いろなことをよく知っているのです．Ｃ言語
が分からないということと，基盤の技術が分
からないということは違うと思っていて，例
えばメモリ管理がどうされているかってこと
は，ちゃんと知っているし，問題はないと思
います．ただＣ言語は分かっていたほうがい
いよなみたいな話を，この間会社でしたら，
「いやあ，誰でも自分が最初に習った言語が一
番いいって言うんですよ」って言われたので，
ああそうかもなと思っています．確かに学ぶ
ことはどんどん増えていくので，全体を見通
せる人というのは今後少なくなってきちゃう
のかも知れないですね．その昔は発明家が１
人で，例えばエジソンが電球作って，電話作っ
てとか，できたかも知れないけど，今はどん
どん細分化されています．テレビのシャープ
の亀山工場でテレビの画面のガラスを精度高
く作れるエンジニアもありなわけです．そう
いった形で，もしかしたら今後は細分化され
て，今みたいな形のギークっていうのは消え
ていくのかも知れません．何か常に勉強する
ことはあるし，将来は見通せない感じはする
のですけど，違った形で変わっていく可能性
はあるのではないかなという風に思います．
司会：他になければ，終わりたいと思います．
どうもありがとうございました．
水野：どうもありがとうございました．
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